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【火災件数】
八女市 13件　   広川町 3件
高速・その他 1件
【救急件数】
八女市 972 件　   広川町 240 件
高速・その他 7 件
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いつ起こるかわからない災害に
備えましょう。
あの時の「 こうしていれば」
　　　　 「 これがあれば 」 を形に。

忘れてない？  サイフにスマホに　 火の確認　　（２０１８年全国統一防火標語）　　 
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平成 24 年 7 月 15 日撮影 （八女市長野　宮ヶ原橋の様子）



１． 非常持ち出し品を準備し、食料を備蓄しておきましょう。

水害への備え 
 例年、５月末から６月にかけて梅雨入りし、梅雨末期の７月初め頃に降るま

とまった大雨が、各地で大きな災害を毎年のように起こしています。八女地

方を襲った「平成２４年７月九州北部豪雨」、そして昨年に朝倉地方等を襲っ

た「平成２９年７月九州北部豪雨」は多数の犠牲者や多くの住宅被害をもた

らしました。

　このような災害は、いつ、また同じように起こるか分かりません。平常時

の今できることから準備を行い、早めの避難、早めの対応を心掛けましょう。

２． いつでも気象情報を収集できるようにしましょう。 （防災メールまもる君）

３． 危険な場所や避難場所への避難方法を確認しておきましょう。

４． 災害が迫ってきたら、 市町から次の避難情報が発令されます。 早めの避難を行いましょう。

　必要な地域の気象情報、災害情報がお手持ちの携帯電話にメール

で届きます。ＱＲコードで読み込むか、福岡県のホームページで登

録をしてください。

※八女市が全世帯に配布している防災ラジオや、広川町の防災無線

の放送で重大な気象情報や避難に関する情報が発表されますので、

注意しましょう。

避　難　指　示
（緊　急）

・ まだ避難していない場合は、 直

ちにその場から避難をしましょう。

・ 外出することでかえって命に危

険が及ぶような状況では、 自宅

内のより安全な場所に避難をしま

しょう。

避　難　準　備
高齢者等避難開始

・ いつでも避難ができるよう準備

をしましょう。 身の危険を感じる人

は、 避難を開始しましょう。

・ 避難に時間を要する人 （ご高

齢の方、障害のある方、乳幼児等）

は避難を開始しましょう。

避　難　勧　告

・ 避難場所へ避難をしましょう。

・ 地下空間にいる人は、 速やか

に安全な場所に避難をしましょう。

　八女市や広川町が作成しているハザードマップや地域防災計画

を見て、地域の危険箇所や避難経路等を確認しましょう。　　

　また、避難の手順や緊急時の連絡先、災害用伝言ダイヤル

（１７１）の利用方法などについて家族で打ち合わせをしておくと、

いざという時あわてずに避難ができます。

※　ハザードマップは各市町のホームページに掲載してあります。

□　印かん
□　現金
□　常備薬
□　ライター
□　ロウソク
□　懐中電灯
□　ナイフ

□　衣類
□　下着
□　手袋
□　洗面道具
□　かんぱん
□　カップ麺
□　食品

□　水
□　ラジオ
□　ヘルメット
□　防災ずきん
□　電池
□　携帯トイレ
□　歯ブラシ

チ
ェ
ッ
ク

リ
ス

ト

※　非常用の水や食料は最低3日分用意しましょう。

防災メールまもるくん



　

い
ざ
と
い
う
時
、
そ
れ
は
突
然
訪
れ
ま
す
。
災

害
が
起
こ
っ
た
、
被
災
し
た
、
火
災
が
起
き
た
、

目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
時
に
何
か
行
動
が
起
こ
せ
る
よ
う
、
消
防
署
員
が
講
習
を
行
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
人
が
対
象
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し
て
欲
し
い
等
、
事
前
に
相
談
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
よ
り
効
果
の
あ
る
講
習
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
一
緒
に
防
災
力

・
応
急
手
当
の
方
法
を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う
。

　

講
習
の
申
し
込
み
と
相
談
は
、
行
政
区
や
自
主
防
災
組
織
、
事
業
所
、
又
は
各
種
団
体
で
最
寄
り
の
消
防
署
又
は
分

署
に
お
願
い
し
ま
す
。

　救急車は緊急を要する場合に利用するものです。自分で病院に行ける方は自分で病院に行くよ

うにしましょう。救急車を要請するべきか迷ったきは、救急電話相談（♯７１１９）に電話し、

相談しましょう。

　また、救急隊は現場や救急車に収容した後に本人や関係者に色々な事を質問します。これは病

状に応じて、処置のできる病院を選定するためと、病院側に患者さんの病状を詳しく伝え、処置

の準備をしてもらうためです。ご理解をよろしくお願いします。有事に備え、事前に必要事項を

記入しておくと役立ちます。

救急隊が必要とする情報（処置や病院連絡に必要です）

氏名： 　　　　　　　　　　　　　　（男・女）　生年月日  ：  明 ･ 大 ･ 昭 ･ 平  　　年　　月　　日　　生（   　　歳）

住所：   　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☎：

現在かかっている病気　（あてはまる病気に○をつけてください）
　　　・高血圧症 ・ 脳梗塞 ・ 脳出血・くも膜下出血・心不全・心筋梗塞・不整脈・糖尿病・腎不全・気管支喘息
       　・慢性閉塞性肺疾患・その他（　　　　　　　　　　　　       　）
病院名：                      アレルギーの 有 無：ある（　　　　　　　　　　）・ない・不明
　　　　　　　　　　　　　　　　　現在飲んでいる薬：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

救急車の利用について

消
防
署
が
行
う
講
習
に
つ
い
て

避
難

・
通
報

・

　
　

初
期
消
火
訓
練

救
急
教
室

災
害
図
上
訓
練

　

参
加
者

が
地
図
を

囲

み
、

書

き
込
み
を

行

い
な
が

ら
議
論
し
、

地
域
に
起

こ
り
う
る
災
害
を
想
像
し
、
そ
の

時
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

訓
練
を
実
施
す
る
中
で
見
え
て
く

る
課
題
を
参
加
者
が
話
し
合
い
、

よ
り
良
い
地
域
の
防
災
計
画
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

防
火
教
室

　

火
災
を
は

じ
め
と
す
る

各
種
災
害
に

対
す
る
備
え

や
対
応
を
学

ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

家
庭
に
潜
む
火
災
原
因
や
そ
の

対
策
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効

果
な
ど
を
具
体
的
な
例
を
も
と
に

説
明
し
ま
す
。

　

一
般
的
に

は

「
避
難
訓

練
」
と
言
わ

れ
、
学
校
や

事
業
所
等
で

行
わ
れ
て
い

ま
す
。
災
害

発
生
時
に
お
け
る
行
動
確
認
や
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
訓
練
で
見
え

て
く
る
課
題
を
検
討
し
、
よ
り
良

い
避
難
誘
導
計
画
を
作
り
上
げ
る

た
め
に
有
効
で
す
。

　

突
然
の
ケ

ガ
や
病
気
の

場
合
、
救
急

車
が
到
着
す

る

ま

で
に
、

そ
ば
に
居
合

わ
せ
た
人
が

【
各
種
訓
練
の
問
合
せ
先
】

八
女
消
防
署　
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０
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９
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花
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９

広
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３
２
‐
２
１
１
９

上
陽
分
署　
　
　

  

５
４
‐
２
１
１
９

八
女
東
消
防
署　

４
２
‐
０
１
１
９

星
野
分
署　
　
　

  

５
２
‐
２
１
１
９

矢
部
分
署　
　
　

  

４
７
‐
２
１
１
９

適
切
な
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ

と
で
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。
心

肺
蘇
生
法
を
は
じ
め
と
す
る
、
応

急
手
当
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を

身
に
付
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
講

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。



春
の
野
山
は
空
気
が

乾
燥
し
て
い
る
う

え
、
地
面
に
は
落
ち
葉
が

堆
積
し
、
山
火
事
が
発
生

し
燃
え
広
が
り
や
す
い
環

境
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
加
え
、
山
林
周
辺
の
田
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DATA　（ 広川分署　通称：ポンプ車）

　名称 （型式）：  消防ポンプ自動車 （CD- Ⅰ型）

  ｻｲｽﾞ ： 　全長 5.8 ｍ　全幅 1.88 ｍ　全高 2.65 ｍ

  主な仕様 ： 　4WD　5 速 MT　900L 水槽付き　

　2 連はしご　　ホースカー　　照明装置

DATA　（ 八女消防署　通称：タンク車）

　名称 （型式） ： 　水槽付き消防ポンプ自動車 （水Ⅰ -B 型）

  ｻ ｲ ｽ ﾞ ： 　全長 6 . 9 ｍ　全幅 2 . 3 6 ｍ　全高 2 . 8 2 ｍ　

  主な仕様 ： 　2WD　5 速 AT　1,500L 水槽付き　泡消火装置

　5 面シャッター構造　　2 連はしご　　ホースカー　　照明装置

　
最新消防車両の紹介

す
る
ま
で
に
何
十
年
も
の
月
日
と

多
大
な
コ
ス
ト
を
要
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人

間
の
不
注
意
に
よ
っ
て
起
き

て
い
ま
す
。
私
達
一
人
ひ
と
り
が

火
の
取
り
扱
い
を
注
意
す
る
こ
と

で
、
山
火
事
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
火
災
予
防
に
対
す

る
皆
様
の
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

畑
で
は
農
作
業
が
始
ま
り
、
山
菜

採
り
な
ど
、
山
林
へ
の
人
の
出
入

り
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
特
に
、

枯
れ
草
や
剪
定
枝
の
焼
却
、
害
虫

駆
除
の
た
め
の
野
焼
き
な
ど
火
を

扱
う
作
業
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

山
火
事
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。森

林
は
国
土
の
保
全
、
水
源

の
か
ん
養
な
ど
私
た
ち
の
生

活
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
一
旦
火
災
な
ど
で
失
わ
れ

る
と
、
そ
の
大
切
な
機
能
が
回
復

広
川
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

が
防
火
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込

め
て
描
い
た

「
防
火
・
防
災
絵
画
」
。

そ
の
入
賞
作
品
４
点
を
広
川
町
の

吉
永
商
店
㈱
の
ご
協
力
に
よ
り
、

同
社
ゴ
ミ
収
集
車
側
面
に
貼
付
け
、

町
中
を
走
り
ま
す
。

吉
永
商
店
㈱
の
吉
永
保

仁
社
長
と
広
川
町
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
を
組
織
す
る

広
川
町
防
火
委
員
会
会
長

（
角
田
広
川
町
消
防
団
長
）

は
、
「こ
れ
を
見
て
く
れ
た
町

民
の
防
火
意
識
が
よ
り
高
ま

れ
ば
」
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

最
優
秀
賞　

高
鍋
旺
恭
く
ん

（
左
か
ら
３
番
目
）

　

優
秀
賞　

丸
山
京
姫
さ
ん

（
右
か
ら
２
番
目
）

　

努
力
賞　

廣
田
瑞
穂
さ
ん

（
右
か
ら
３
番
目
）

　

努
力
賞　

馬
場
惇
之
祐
く
ん

（
左
か
ら
２
番
目
）

入　賞　者

広川町少年消防クラブ
　防火 ・ 防災絵画コンクール

　　

山火事予防運動
実施中 (4/29 ∼ 5/8)

ごみ収集車で防火 PR    
〖 吉永商店㈱ 〗　

この車両には

AED も積載しています。


